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(57)【要約】
　超音波システムが、デュプレックスカラーフロー及び
スペクトルドップラー撮像を実行する。ここで、スペク
トルドップラー探査が、カラーフロー画像に示されるサ
ンプルボリューム位置で実行される。カラーフロー画像
は、位置合わせされたＢモード画像にオーバレイされる
カラーボックスにおいて表示される。カラーボックス位
置及びステアリング角度プロセッサは、空間ドップラー
データを解析し、最適なドップラー感度及び精度のため
、血管にわたりカラーボックス角度及び位置を自動的に
設定する。プロセッサはまた、フローの方向と整列する
フロー角度修正カーソルを自動的に設定する。好ましい
実施形態において、ユーザが血管の長さに沿ってドップ
ラー測定に関するポイントで休止するとき、これらの最
適化調整が、自動的及び連続的になされる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフロー画像から選択される解剖学的な位置に関するフローのスペクトルドップラ
ー表示を生成する超音波診断撮像システムであって、
　ビームを送信し、フローが存在する対象物の領域からエコー信号を受信する超音波トラ
ンスデューサアレイプローブと、
　ビームが前記プローブにより送信される方向を制御するビーム形成器と、
　前記エコー信号に基づき、カラーフロードップラー及びスペクトルドップラー画像を生
成するドップラープロセッサと、
　前記カラーフロードップラー及びスペクトルドップラー画像が同時に表示されるディス
プレイと、
　カラーフロードップラー画像のカラーボックスに示される血管においてスペクトルドッ
プラー測定が実行される複数の位置を示すため、ユーザにより操作されることができるユ
ーザ制御部と、
　前記ユーザが１つの示された位置から別の位置まで前記制御を操作するとき、ドップラ
ー信号に基づき、最適なカラーボックス位置を自動的に決定するカラーボックス位置及び
ステアリング角度プロセッサとを有する、超音波診断撮像システム。
【請求項２】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサの自動化処理をユーザがオン
又はオフに切り替えるよう動作可能なユーザフロー制御部を更に有する、請求項１に記載
の超音波診断撮像システム。
【請求項３】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサがオンにされるとき自動化さ
れる機能をユーザが決定するよう動作可能なユーザ構成制御部を更に有する、請求項２に
記載の超音波診断撮像システム。
【請求項４】
　前記複数の位置を示すために用いられるユーザ制御部が、前記画像上でサンプルボリュ
ームカーソルを移動するよう更に動作可能であり、前記ユーザが前記サンプルボリューム
カーソルの移動を休止させるたびに、前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロ
セッサが、最適なカラーボックス位置を自動的に決定するよう動作可能なユーザ制御部を
更に有する、請求項２に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項５】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記カラーボックスの角
度を決定することにより前記カラーボックス位置を自動的に決定する、請求項１に記載の
超音波診断撮像システム。
【請求項６】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記カラーボックスの決
定された角度に一致するよう前記ドップラーステアリング角度ラインの角度を自動的に決
定するべく更に動作可能である、請求項５に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項７】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記決定されたドップラ
ーステアリング角度ラインに一致するよう前記ドップラービーム送信の角度を制御するた
め、前記ビーム形成器に結合される、請求項６に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項８】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記超音波画像における
血管の位置に対する前記カラーボックスの位置を決定することにより、前記カラーボック
ス位置を自動的に決定する、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項９】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記超音波画像における
ドップラーサンプルボリュームの位置に対する前記カラーボックスの位置を決定すること
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により、前記カラーボックス位置を自動的に決定する、請求項１に記載の超音波診断撮像
システム。
【請求項１０】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、フロー方向カーソルの方
向を自動的に設定するよう更に動作可能であり、
　前記カラーボックスの角度は、前記フロー方向カーソルの方向を考慮して設定される、
請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１１】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサに応答して、超音波画像にお
ける前記カラーボックスの位置を視覚的に描写するグラフィックスプロセッサを更に有す
る、請求項１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１２】
　前記グラフィックスプロセッサが、超音波画像におけるドップラーサンプルボリューム
グラフィック及びドップラーステアリング角度ラインの位置を視覚的に描写するよう更に
動作可能である、請求項１１に記載の超音波診断撮像システム。
【請求項１３】
　前記エコー信号に基づき、Ｂモード画像を生成するＢモードプロセッサを更に有し、
　前記カラーフロードップラー画像が、前記カラーボックスにおける前記Ｂモード画像と
空間レジストレーションされた状態で表示される、請求項１に記載の超音波診断撮像シス
テム。
【請求項１４】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが更に、血管からのドップラ
ー信号に基づき、前記血管のフローの質量の中心を決定する、請求項１に記載の超音波診
断撮像システム。
【請求項１５】
　前記カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサが、前記血管のフローの質量
の前記決定された中心の周りで中心化されるよう、前記カラーボックスの位置を配置する
べく更に動作可能である、請求項１４に記載の超音波診断撮像システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断撮像システムに関し、より詳細には、自動的なドップラーフロー
設定を備える超音波システムに対して関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波撮像システムは、組織撮像に関してＢモードで、フロー解析及び撮像に関してド
ップラーモードで動作可能である。典型的なドップラーモードは、組織運動及びフロー撮
像に関して使用されるパワードップラーモード、定性的なフロー撮像に関するカラーフロ
ードップラー及びフロー定量化に関するスペクトルドップラーを含む。ドップラーは、１
次元（Ｍモード及びスペクトルドップラー）、２次元撮像及び３次元撮像において実行さ
れることができる。
【０００３】
　現在の診断超音波システムは、患者の診断を助けるのに最適な画像品質を実現するため
、ユーザが操作する複数の取得制御を提供する。脈管検査の間、ユーザはしばしば、血管
を評価及び診断するため、カラーフロードップラー撮像モードを用いる。ユーザはしばし
ば、カラーボックス位置を操作して、関心血管においてそれを中心化し、ドップラーサン
プルボリュームを操作して、体における特定の位置のスペクトルドップラー波形を取得す
るため、関心血管部位にこれを配置する。ユーザは、血管方向とフロー方向カーソルとを
整列配置するため、ドップラー角度修正制御も操作する。例えば、米国特許６，４６４，
６３７号（Critonその他）、ＷＯ９６／１７５４９号（Goujon）、米国特許６，０６８，
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５９８号（Panその他）及び米国特許６，１７６，８３０号（Freiburger）により示され
るように、血管の血流にわたりフロー角度カーソルの配置を自動化するための提案がなさ
れてきた。Freiburgerは、画像における最大速度の検出された位置に基づき、ドップラー
サンプルボリュームを自動配置し、最大検出周波数シフトに基づき、パルス反復周波数（
ＰＲＦ）を設定し、カラーフローデータの振幅に基づき、ゲインを自動的に設定すること
も述べる。米国特許６，１２６，６０５号（Washburnその他）は、ラーフローデータのヒ
ストグラム及びサンプリングを用いて、ドップラー画像に関する閾値及びデータ圧縮を自
動的に調整する。米国特許６，３２２，５０９号（Panその他）は、血管の画像データに
基づき、ドップラーサンプルボリューム位置及びサイズを調整する。ＷＯ０３／１９２２
７号（Christopherその他）は、スペクトルドップラー及びカラーフロードップラー情報
に基づき、スペクトルドップラー及びカラーフロードップラー表示を自動設定することを
説明する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　同じ患者の複数の検査に関して一貫した速度測定を得るため、又は異なる患者の測定を
比較するため、ユーザは、固定されたドップラー角度を維持しようとする。この角度で、
ドップラービームは、フローの方向に対して送信される。この目的を実現するための２つ
の手法が存在する。１つの手法は、画像にわたり角度修正カーソルを固定し、角度ライン
と血管とを整列配置するため、トランスデューサをかかと－つま先操作する（heel-toe m
anipulate）ことである。別の手法は、固定されたドップラー角度を実現するため、角度
修正がユーザにより変化されるたびに、ビームステアリング角度を調整する特徴を提供す
る超音波システムに依存することである。しかしながら、角度修正はまだ手動でなされる
。必要であることは、ビームステアリング角度と、ドップラー探査が実行されるカラーボ
ックスとを画像における血管の特性に基づき自動的に調整する超音波システムであり、検
査技師がスペクトルドップラー測定に関する新しい位置にサンプルボリュームを移動する
ときはいつでも、これを自動的に行う超音波システムである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の原理によれば、診断超音波システムが説明され、このシステムは、血管セグメ
ント化及びフロー画像解析を用いて、カラーボックス配置、ドップラーサンプルボリュー
ム配置、角度修正及びビームステアリング角度調整を自動化する。好ましい実施形態にお
いて、任意のユーザ制御を調整する必要性なしに、ユーザがフロー解析に関して血管にお
けるポイントを示すたびに、自動化が行われる。ユーザが診断に関して新しい位置を示す
たびに、最適な超音波送信及び表示パラメータが決定され、自動的に設定される。これは
、そうでなければ新しい関心部位のすべての選択に必要な、時間がかかり退屈な調整を除
去する。例えば頸動脈及び下部末端血管といった特に長い血管をスキャンする際、反復制
御操作からくる人間工学関連の怪我が減らされる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明の原理に基づき構築される診断超音波システムをブロックダイヤグラム形
式において示す図である。
【図２】図１のカラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサの処理を示すフロー
チャートである。
【図３ａ】血管の血流画像のセグメント化及び解析を示す図である。
【図３ｂ】血管の血流画像のセグメント化及び解析を示す図である。
【図３ｃ】本発明の原理によるカラーボックスの自動的な再配置を示す図である。
【図３ｄ】本発明の原理によるカラーボックスの自動的な再配置を示す図である。
【図４】本発明の実現を示す超音波システムディスプレイのシーケンスである。
【図５】本発明の実現を示す超音波システムディスプレイのシーケンスである。
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【図６】本発明の実現を示す超音波システムディスプレイのシーケンスである。
【図７】本発明の実現を示す超音波システムディスプレイのシーケンスである。
【図８】本発明の原理による自動フロー追跡に関する制御を示す超音波システムディスプ
レイである。
【図９】ユーザ介入のない超音波検査の間の、サンプルボリュームの自動追跡、カラーボ
ックス配置、及び角度修正を示す超音波システムディスプレイである。
【図１０】ユーザ介入のない超音波検査の間の、サンプルボリュームの自動追跡、カラー
ボックス配置、及び角度修正を示す超音波システムディスプレイである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　最初に図１を参照すると、本発明の原理に基づき構築される超音波システムが、ブロッ
ク図形式において示される。超音波プローブ１０は、超音波を体に送信し、戻りエコー信
号を受信するトランスデューサ要素のトランスデューサアレイ１２を含む。送信された波
は、体における関心領域を探査するため、ビーム又は走査線において方向付けられる。２
次元撮像に関して単一の平面にわたりビームを送信するために、１次元アレイが用いられ
ることができるか、又は、３次元撮像に関して体のボリュメトリック領域にわたりビーム
を送信するために、トランスデューサ要素の２次元アレイが用いられることができる。以
下より詳細に説明されるように、ビームは、特有の位置にある組織又は特有の方向にある
血流を探査するため、プローブにより異なる方向に操縦され、及び焦束されることができ
る。送信及び受信に関するビームの制御及び処理は、ビーム形成制御器１６により提供さ
れる。これは、トランスデューサアレイ１２の要素に接続されるビーム形成器１４を制御
する。ビーム形成器は、適切に形成されたビームを送信し、遅延及び総和処理を通して、
受信信号をコヒーレントなエコー信号へとビーム形成する。ビーム形成器は、例えば、所
望の画像平面にわたりビームをスキャンし、画像平面のある領域にわたり反復してビーム
をスキャンするトランスデューサアレイを制御することができる。この領域では、体のそ
の領域に存在する血流の速度に適したＰＲＦで血流が評価されることになる。
【０００８】
　直角位相帯域通過フィルタ１８は、直角位相Ｉ及びＱ要素へとエコー信号を処理する。
分離した要素は、ドップラー探査が実行されることになるポイントでのドップラー信号の
位相又は周波数シフトを推定するため、ドップラー角度推定器により用いられる。Ｂモー
ド検出器は、Ｉ及びＱ要素を用いて、Ｉ及びＱ要素の二乗の合計の平方根を取ることによ
り、組織画像に関するＢモード検出を実行する。検出されたエコー強度は、体における組
織の２又は３次元画像を形成するための空間ベースで処理される。これは、ディスプレイ
プロセッサ３６により表示のために処理され、ディスプレイ画面５２に表示される。
【０００９】
　ドップラー角度推定器２０により生成される画像平面における位置でのドップラー周波
数は、それらの位置でのフローの速度値へと直接マッピングされることができる。このド
ップラーデータは、２又は３次元画像フォーマットへとデータを空間的に処理するカラー
フロープロセッサ３０に結合される。そこでは、速度値が色分けされる。このドップラー
カラーマップは、フローが発生している生体構造における位置、このフローの速度及び方
向をカラー符号化により示すため、空間的に対応するＢモード画像にわたりディスプレイ
プロセッサ３６によりオーバレイされる。画像におけるその位置にわたるサンプルボリュ
ームの配置により選択される、画像における特定のポイントからのドップラーデータは、
スペクトルドップラープロセッサ３２に結合される。これは、そのポイントでのフロー速
度の変動及び分布のスペクトル表示を時間と共に生成する。スペクトルドップラー表示は
、スペクトルドップラー表示を処理してディスプレイ画面５２に表示するディスプレイプ
ロセッサ３６に転送される。
【００１０】
　本発明の原理によれば、カラーフロープロセッサ３０からのカラーフローデータ、及び
好ましくは、Ｂモードプロセッサ２４からのＢモードデータが、カラーボックス位置及び
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ステアリング角度プロセッサ４０に結合される。カラーボックス位置及びステアリング角
度プロセッサは、カラーボックスを適切に位置決めすることを含む、カラーフロー画像の
設定及び特徴、ドップラービームのドップラー角度の設定、画像におけるサンプルボリュ
ームの配置、並びにフロー角度カーソルの適切な位置決めの自動化を制御する。ドップラ
ー角度の制御に関して、カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサは、ドップ
ラービーム方向を制御するため、ビーム形成制御器１６に結合される。カラーボックス位
置及びステアリング角度プロセッサにより提供される自動化のセットアップ及び制御は、
ユーザ制御パネル５０での制御の設定により提供される。例えばカラーボックスの輪郭及
びフロー角度カーソルといった、カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサに
より制御される機能のグラフィックディスプレイが、超音波画像にわたりグラフィックス
をオーバレイするため、ディスプレイプロセッサ３６に結合されるグラフィックスプロセ
ッサ３４を介して提供される。
【００１１】
　カラーボックス位置及びステアリング角度プロセッサ４０の処理は、図２のフローチャ
ートにより示される。処理において第１のステップ１０２は、超音波画像におけるフロー
を空間的にセグメント化することである。これは、フローが発生しない画像の領域をマス
キングアウトすることにより実行されることができる。所与の実現において、カラーフロ
ープロセッサからのドップラー画像は、画像におけるフロー位置だけの空間画像を提供す
ることができる。このステップは、平均又はメディアンフロー値を生成するため、一部又
は全部の心臓サイクルにわたりフローデータを平均化することを含むこともできる。ステ
ップ１０４において、血管はセグメント化される。これは、潅流又は組織運動といった他
の運動効果からそれらを切り離す。ステップ１０６において、関心血管が選択される。関
心血管は一般に、ユーザにより取得される画像の中央に配置される。関心血管は、セグメ
ント化される血管のサイズ、フロー及びタイプを考慮することにより選択されることもで
きる。頸動脈検査において、例えば、頸動脈は、動脈として及び画像において最も大きな
血管として特定される。図３ａは、更なる処理のためセグメント化され及び選択された血
管におけるフローの実際の超音波フロー画像１２０を示す。
【００１２】
　ステップ１０８において、血管のフロー経路の中心が特定される。フロー経路の中心を
プロットする複数の技術が知られている。例えば、速度により層流フィールドの中心を位
置決めすることである。別の技術は、上述したGoujonの特許出願に示されるように血管ル
ーメンにわたりラインを分析的に描画することである。ラインの中心又は交差のポイント
は、血管の中心を規定する。図３ｂは、図３ａの血管フローを示し、そこでは、フロー経
路の中心が白い追跡１２２により特定される。この例は、画像の底での接続血管の分岐を
示す。ステップ１１０において、質量のフロー加重中心が計算される。これは、ターゲッ
ト血管におけるフローの空間寸法を解析し、その中心を見つけ出すことにより実行される
。簡単な手法は、血管のフローの長さ及び幅を測定し、各々の中心を取ることである。加
重及び積分のより洗練された手法が、用いられることもできる。
【００１３】
　サンプルボリュームが自動的に設定されるシステムにおいて、この処理は次に、ステッ
プ１１２において、質量の計算された中心に最も近いフロー経路１２２におけるポイント
として、サンプルボリューム位置を設定する。これは一般に、フロー測定が一般になされ
る血管の画像の中央及び血管の中央にサンプルボリュームを位置決めする。ステップ１１
４において、フロー角度は、サンプルボリューム位置に局所化されるフローベクトルに基
づき設定される。本書の冒頭で説明された技術の１つが、フロー角度カーソル方向を設定
するために用いられることができる。別の手法は、中心ラインがサンプルボリュームの近
くで方向付けられるとき、中心ライン１２２に平行なフロー角度カーソルを設定すること
である。
【００１４】
　ステップ１１０において以前に計算されたフローの質量の中心を用いて、カラーボック
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スは、質量の中心の周りで中心化されるよう位置決めされる。質量の中心が、画像のサイ
ドにあまりに近い場合、カラーボックス領域のいくつかは、必要に応じて切り取られるこ
とができる。カラーボックスは、一様な外観のため、必要に応じて高さ又は幅において再
スケールされることもできる。図３ｃ及び図３ｄは、超音波画像６０におけるカラーボッ
クス７０の斯かる再配置を示す。図３ｃにおいて、フロー領域７６は、カラーボックス７
０上部での血管における滑らかなグレー領域である。フロー７６の質量中心の計算及びカ
ラーボックス７０の中心へのその再配置が、図３ｄに示される。そこでは、フロー７６が
カラーボックスにおいてより中心化されるよう、カラーボックスが再配置される。ステッ
プ１１８において、カラーボックスステアリング角度及びドップラービームの角度は、所
望のドップラー角度を実現するよう設定される。例えば、ターゲット血管フローが画像に
おいて左上から右下であることを、ステップ１１４において設定されるフロー角度が示す
場合、ステアリング角度は、左上から右下への角度に設定される。このステアリング方向
は、画像の右上から左下へのステアリング角度ではなくフロー方向にほとんど沿っている
。これは、フロー方向に対してより直角に近く、及び従って、ドップラーフローに対して
より敏感でなくなる。表層性血管に関する典型的なステアリング角度は、±６０°である
。ステップ１１８の設定は、＋６０°又は－６０°であるようステアリング角度を設定す
る。そのどちらでも、より良いドップラー感度を生成する。斯かるカラーボックスステア
リング角度のリセットも、図３ｃにおけるカラーボックス角度と、図３ｄにおけるリセッ
ト角度とを比較することにより見られる。カラーボックスステアリング角度のこの設定は
、サンプルボリューム位置での局所フロー方向に基づき、又は血管の一部若しくは全部の
表示された長さに沿った平均若しくはメディアンフロー角度に基づき、設定されることが
できる。カラーボックス角度がこうしてリセットされると、角度の新しい設定はビーム形
成制御器１６に結合される。その結果、カラーボックスに対して送信される超音波ビーム
が、新しく決定された角度で送信される。
【００１５】
　図４～７の画像のシーケンスは、上述された超音波システムがどのように作動するのか
の例を示す。図４は、非最適化されたドップラー設定と共に、典型的なカラーフロー／ス
ペクトルドップラーデュプレックス画像の超音波システムディスプレイを示す。生体構造
超音波画像６０は、スクリーン上部にあり、スペクトルドップラー表示６２は、スクリー
ンの底部にある。ドップラー探査は、カラーボックス７０内部において実行され、カラー
フロー画像は、このボックス内部に表示される。カラーボックス７０の外側に、画像の残
りが、Ｂモードグレイスケールにおいて示される。カラーボックスの使用は、ドップラー
が実行されることになる領域を描写し、ドップラーアンサンブル取得に関する反復ドップ
ラー送信は、カラーボックスの外側では実行されない。ドップラー送信をカラーボックス
に対してのみに制限することは、ボックスの外側の反復ライン探査に対する必要性を減ら
し、及び従って、画像を生成するために必要とされる送信受信サイクルの総数を制限する
。これにより、画像を取得するために必要な時間を減らし、これは、ディスプレイのリア
ルタイムフレームレートを改良する。スペクトルドップラーデータに関するドップラービ
ームは、ビーム方向ライン６８に沿って送信及び受信され、スペクトルドップラー表示に
関して使用されるデータは、ビーム方向ライン上のサンプルボリュームＳＶからの戻りエ
コーから取得される。角度修正に関して使用されるドップラーフロー方向カーソル６６は
、血管６４の方向とは整列配置されず（それは、フロー方向と平行であるべきである）、
ドップラーステアリング角度は、最良のカラー及びスペクトルドップラー感度に関して最
適化されない。この例において、ドップラーステアリング角度は、０°であり、画像にお
いて垂直で、トランスデューサプローブの面に対して垂直である。
【００１６】
　図５は、本発明のいくつかの自動調整がカラーボックス位置及びステアリング角度プロ
セッサ４０によりなされた後の超音波システムディスプレイを示す。ユーザが血管６４に
おける関心部位にドップラーサンプルボリュームＳＶを配置した後、プロセッサ４０は、
血管６４の血流をセグメント化し、ターゲット血管として、カラーボックス７０において
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最も大きな血管である血管６４を容易に特定する（ステップ１０６）。フロー経路の中心
が、特定され（ステップ１０８）、図５が示すように、フロー方向カーソル６６の方向は
、フロー方向に対して平行であるよう設定される（ステップ１１４）。カラーボックス７
０及びビーム方向ライン６８の角度が、血管６４の方向に対して６０°の角度を実現する
よう設定されることも分かる（ステップ１１８）。新しい設定は、より最適な設定により
、より好適なドップラー感度及び精度を生成する。
【００１７】
　図６は、ユーザが血管６４にわたり異なる位置に対してサンプルボリュームＳＶを移動
するというシナリオを示す。自動化されたシステムは、カラーボックス７０内部の血管６
４におけるフローの質量の中心を計算することにより反応した（ステップ１１０）。ボッ
クスが質量の計算された中心に中心化されるよう、カラーボックス７０は再配置される（
ステップ１１６）。サンプルボリュームＳＶは、カラーボックス７０の中央にある。フロ
ー方向カーソル６６及びビーム方向ライン６８及びカラーボックス７０の角度も、ビーム
方向及びフロー方向の間の所望の６０°のドップラー角度を実現するよう調整される。
【００１８】
　図７において、ユーザは、超音波プローブを移動することにより画像表示を変化させ、
血管６４の上の異なる血管に対してサンプルボリュームＳＶを移動した。この計算は、以
前に選択された血管６４に基づかれ、その表示は、新しい関心部位にもはや当てはまらな
い。図２のフローチャートの計算は、新しい表示における異なる血管に対して自動化され
た調整を適用するために、異なる血管からの新しいデータを用いて、初期化されなければ
ならない。
【００１９】
　図８は、自動化されたフロー調整に関するユーザ制御が、ディスプレイ画面におけるソ
フトキーとして実現され、制御パネル５０上でマウス又はトラックボール制御を介して選
択及び作動される本発明の実現を示す。ボタン８２、即ちAutoFlow On/Offボタンは、フ
ロー自動化をオン又はオフにするために作動される。このボタンをクリックすると、自動
化されたシステムが（オンであれば）オフに又は（オフであれば）オンに切り換えられる
。ユーザが結果に不満である場合、AutoFlow Resetボタン８４は、自動化による結果をリ
セットする。このボタンを作動させると、プロセッサ４０によるすべての以前の計算がキ
ャンセルされ、新たな計算が開始される。AutoFlow Configボタン８６は、ユーザが使用
したい自動化された調整特徴のいずれかを選択することができるメニュー（図示省略）を
開く。ユーザは、カラーボックス並びにカラーボックス及びビーム方向の角度をシステム
に自動的に再配置させたいが、例えば、サンプルボリュームカーソルＳＶを手動で配置し
、フロー方向カーソルの方向を手動で設定したいと思うことがある。この場合、プロセッ
サ４０は、カラーボックス及びビーム方向ステアリング角度を計算及び設定するのに、手
動で設定されたフロー方向カーソルの方向を用いるか、又は計算されたアベレージ（aver
age）若しくは平均（mean）フロー角度を用いる。AutoFlow SV Trackボタン８８の作動は
、システムに、再配置されるサンプルボリュームを動的に追跡させ、後述されるように自
動化されたフロー調整を引き続き行わせる。
【００２０】
　図９は、ユーザが、血管６４における位置８０でドップラー測定を行い、血管の断面に
沿った異なるポイントで連続的な測定を行いたいシナリオを示す。従来技術のシステムに
おいて、調整は、各新しい測定に関するドップラー取得設定に対してなされなければなら
ない。これは、ユーザが、絶えず超音波システムの制御を用いて手動の調整をすることを
必要とする。この例では、ユーザは、位置８０での測定が終わると、血管における別の位
置にサンプルボリュームＳＶを移動した。ユーザが新しい測定位置で止めるためサンプル
ボリューム移動を休止するとき、又は新しい位置でクリックするとき、超音波システムは
、直ちに、ユーザがAutoFlow Configボタン設定で選択した自動化された設定調整の全て
を実行する。結果は、図１０により示される。システムは、新しいサンプルボリューム位
置周りで中心化されるようカラーボックスを自動的に再配置し、カラーボックス７０及び
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スペクトルビーム方向ライン６８のドップラー角度を自動的に調整し、及び、フロー方向
カーソル６６の角度を自動的に設定する。システムは、直ちに、新しいサンプルボリュー
ム位置で最適な状態下においてスペクトルドップラーデータを取得する準備が整う。検査
は、このように続くことができる。ユーザが血管上の新しい位置にサンプルボリュームカ
ーソルを移動し、そこで休止するたびに、又は新しい位置でクリックするたびに、システ
ムは、最適なデータ取得のためドップラー取得制御を自動的にリセットする。ユーザは、
ドップラー制御設定のいずれかを手動で再調整する必要性なしに、血管の連続的な長さに
沿って、測定を行うことができる。これは、検査の実行の速度を上げ、検査技師の快適さ
及び利便性を改良する。

【図１】 【図２】
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